
高 へ の 道日

道々、静内一中札内線

について

治勇田告

私

は
、

か

つ
て
十
勝
地
区

の
労
働
運

動

の
指
導
者

の

一
人

と
し

て
役
割
り
を
担
う
中

で
、
地
域

の
労
働
運

動

の
真
髄

は
自

治
体

改

革
と
住
民
運
動

に
あ

る
と
考
え
、
そ

の
過
程

で

「
大
雪
縦
貫
道
路

反
対
」

「
大
規
模
林
業
圏
構
想

反
対
」

「
ト
ム
ラ
発
電
所
修
景
緑

化
」

「
帯
広

空
港
移
転
と
新
空
港
建
設
」

「
外

来
草

の
抜
取

り
」

「
帯
広

の
森

の
実
現
」

「
ウ

ッ
ベ

ッ
川
清

掃
」

「
公
害
市
民
会
議

の
結
成
」
な

ど

の
ほ

か
、
環
境
破
壊

に
結
び

つ
く

列
島
改
造
計
画

に
は
独
自

キ

ャ
ラ
バ

ン
を
組
織
し

て
反
対
運

動
に
た
ず
さ
わ

っ
て

き

た
。
そ

し
て
、
そ
れ

は
私
自
身

、
開
発
局

に
籍

を
お
く

一
人

で

あ
り
、
開
発
と
自

然
保
護

の
調
和
、
住
民
運

動
と
の
関
わ
り

で
深

い
関

心
を
有
し

て

い
た

か
ら

で
も
あ

っ
た

。

そ

の
私
が

、

い
ま
課
題

と
な

っ
て
い
る

「
日
勝
道
路

」
に

つ
い

て
賛
成

の
立
場
を
と

っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、

「
ウ

ラ
切

り
行

為

」

「
変
節
」

で
あ

る
と

か
称

し
て

い
る
人

々
も
あ
る

よ
う

で
あ

る
が
、
あ
え

て
い
う
な
ら
ば

、
私

は
客
観
的
立
場

の
賛
成
論
者

で

は
な

い
。
五
十
余
年

こ
の
地

に
住

み
、

一
日
も
欠
か
す

こ
と
な
く

札
内

川
や
旦

局
を
眺

め
て
き
た

一
人

と
し
て
、
ま
た
開
発
局

の
現

場

や
労
働
運

動
、
そ
し

て
開
発

の
進
む
中

で
自
然
保
護

と

の
調
和

を
考

え
る
者

と
し

て
は

「
本
道
路

の
建
設

が
遅
延
す
る
こ
と

は
、

か
え

っ
て
自
然
破

壊
を
増
大
さ

せ
、
将
来

の
自
然
保
護

、
環
境

保

全

に
重
大
な
支
障

を
き

た
す
ぼ

か
り
で
な
く
、
管
内
住
民

の
水

資

源
確
保

、
地
域
産
業

の
振
興
に
重
大
な
支
障

を
き

た
す

こ
と
に
な

る
」
と

の
立
場

を
と
り
続
け

て
お
り
、
従
来

の
運
動
路
線

と
な

ん

ら
矛
盾
し

て
い
な

い
こ
と
を
明
ら

か
に
し

て
お
く

。

☆

道
路
に
対
す

る
見
解
の
集
約

以
上

の
立
場

は
昨
年
春

以
来
、

二
十
数

回
に
わ

た

る
現

地
踏
査

、
調
査

団
の
案

内

の
中

で

一
層
強

く
感

じ
、
集

約
し
た
見
解

と
し

て
次

の
よ
う
に
纒

め
て
み
た
。

1

旦

局
、
十
勝

を
結
ぶ

こ
と

に
よ

っ
て
生
活

圏

域

の
拡
大

を
は
か
ろ
う
と
す
る
願
望

は
、
明
治

三
十
年
代

、
こ
の
地

に
入
殖
し
た
父
祖
以
来

の

根

強

い
も

の
で
あ

る
。

2

道

内
及
び
十
勝
管
内

の
道
路
網
整
備

状
況

か

ら

み
て
必
要
性
が
高

い
こ
と
。

3

直
接
関
係

す
る
両
町
村

の
問
題

に
と
ど

ま
ら

ず
、

日
高

、
十
勝

両
圏
域

の
経
済
交
流
促
進

の

た

め
、
欠
く

こ
と
が
で
き
な

い
も

の
で
あ

る
こ

と
。

4

本
道
路
計
画

ル
ー
ト
は
、
す

で
に
林

道
及
び

工
事
用
道
路

の
開
削

に
よ

っ
て
、
未

開
削
部
分

は

ト
ン
ネ

ル
部
分
を

ふ
く

め
て
約
十

二
㎞
弱

で

あ

る
こ
と
。
本
道
路
建
設
計
画

の
有
無

に
か
か

わ

ら
ず
砂

防
工
事
用
道
路

は
延
長
さ
れ

て

い
く

と
い
う
現
実

が
あ
る
こ
と
。

5

本
道
路
開
削

に
よ

っ
て
日
高

の
動
植
物

に
あ

た

え
る
影
響

は
考

え
ら
れ
な

い
。

ト
ソ
ネ

ル
地

点

の
標
高

は
六
八
O

m
で
あ
り
、
当
該
地
点

の

林
相

は

「
札
内

川
園

地
公
園
…

ピ

ョ
ウ

タ

ソ

の
滝
」
附
近

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
。

6

山
岳
道
路

に

つ
き

も
の
の
山
腹

横
断
道
路
工
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事
は
未
開
削
部
分
で
は
考
え
ら
れ
ず
、
林
縁
部

盛
土
工
な
ど
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

7

現
在
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
林
道
開
削
に
伴
う

自
然
破
壊
を
防
止
し
、
環
境
保
全
を
は
か
る
に

は
、
道

々
認
定
、
開
発
道
路
の
指
定
に
よ

っ

て

「緑
化
工

(基
礎
工
、
植
生
工
、
保
護
管
理

工
)
」
の
充
実
が
急
が
れ
る
こ
と
。

8

日
高
山
脈
の
も
つ
特
殊
性
が
も
た
ら
す
自
然

的
崩
壊
↓
土
砂
流
失
↓
河
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
に

は
、
治
山
、
砂
防
ダ
ム
の
継
続
施
行
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
工
事
用
幹
線
道
路
と
し
て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

9

札
内
川
下
流
市
町
村
二
五
万
人
の
将
来
水
問

題
を
考
察
す
る
と
、
多
目
的
ダ
ム
の
建
設
は
必

至
で
あ
る
。
ダ
ム
有
効
貯
水
量
の
維
持
の
た
め

に
は
土
砂
流
入
防
止
工
事
は
必
然
的
で
あ
り
、

こ
の
た
め
の
道
路
の
必
要
性
も
あ
る
。
ダ
ム
建

設
に
か
か
っ
て
の
計
画
路
線
の
変
更
は
、
付
替

ル
ー
ト
は
五
〇
〇
m
以
下
の
地
点
で
、
施
行
技

術
上
困
難
な
部
類
に
は
含
ま
れ
な
い
。

10

国
定
公
園
指
定
に
伴
う
入
山
者
の
増
加
、
登

山
ル
ー
ト
の
整
備
、
さ
ら
に
多
発
が
予
測
さ
れ

る
山
岳
遭
難
救
助
の
た
め
の
基
幹
道
路
の
必
要

性
が
強
ま

っ
て
き
て
い
る
。

☆
具
体
的
な

見
解

、
…
住
民

の
願
望
を

…

以
上
の
集

約
し
た
見
解

の
中

で

一
～

二
に

つ
い

て
そ

の
考

え
に

つ
い
て
述

べ
て
み
た

い
。

住
民

の
願

望

(
生
活
圏

の
拡
大
)

で
あ

る
が

、

本
道

路

の
建
設

に
対

し
て
地
域

の
人

々
が
ど
れ

ほ

ど
に
強

い
願
望
を

い
だ

い
て

い
た
か
は
、
過

日

の

日
高

管
内
住
民
及
び
中
札
内
村

民
の

「
建
設

促
進

署
名
」

の
中

で
も

明
ら
か
で
あ

る
が
、
十
勝

の
人

々
が
十
勝
を
と

り
ま
く

日
高

、
大
雪

、
阿
寒

、
白

糠

の
山

々
を
越
え

て
隣
地

の
人

々
と
交

わ
り
を
も

ち
た

い
と
考

え
た

の
は
、

い
ま

に
始
ま

っ
た
こ
と

で
は
な

い
。
特

に
、
黄
金
道

路
以
外
に

ル
ー
ト
を

持

た
な

い
南
十
勝

の
人

々
に
と

っ
て
こ

の
願

い
は

強

か

つ
た

。
広
尾
線

の
延
長

、
さ
て
は
大
正
中
期

に
は
帯
広
、
新
冠
間

の
鉄
道
計

画
す
ら
登
場
し

て

き

て

い
る
。

大
正
八
年

こ
の
地

に
入
植

し
た
農

民
作

家

・
吉

田
十
四
雄
氏

の
著
書

「
人
間

の
土
地
」

の

一
頁
に

は
、
日
高

の
残
照
を
眺

め
て

「
あ

の
山

の
向

う
に

内
地

と
同
じ
暖

か
い
土
地
が
あ

る
…
」

と
語

り
、

「
あ

の
山
を
越

え
た

い
」
と
想

い
続
け
た
農

民

の

素
朴
な
気

持
を
明
ら

か
に
し
た

一
文
が
あ

る
。
こ

の

一
文

こ
そ
、
入
植
以
来

の
本
村

農
民

の
願

い
で

な

か

っ
た
だ

ろ
う

か
。
年

を
経
て
林
道

の
開
削

、

相
次
ぐ
山
岳
遭
難
救
助
活

動
、
ダ

ム
工
事
道
路

の

進

渉
な
ど

で
こ

の
願

い
は
現
実
的
な

も

の
と
な
り

「
日
勝
道
路

建
設
」

へ
の
運
動
と
発
展

し
た
も

の

で
、
こ

の
素
朴
な
願

い
に

こ
そ
政
治

の
原
点
、
民

主

々
義

の
原
点

が
あ

る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な

い
と
感
ず

る
。

「
投
資

に
比
較

し
て
効
果
が
薄

い
…
」

と

の
声

も
あ
る
が
、
元
来

、
公
共
事
業

は
も
と

も
と
直

ち

に
経
済
効
果
を
期
待

す
る
性
格

の

も

の

で

は

な

い
。明

治
中
期

か
ら

の
拓
殖
計
画
に
基
づ
く
道
路
開

削
案

で
は
、
果
た
し

て
直

ち
に
効
果

が
期
待
さ
れ

た
で
あ

ろ
う

か
。
近
く

は

「
帯
広

の
森
」
に
し

て

も
し

か
り
、

「
夢
を
見

て
い
る
の
で
な

い
か
」
と

指
摘
し

た
人

々
が
、

い
ま

こ
の
森

の
成
功

に
血
道

を
あ
げ

て
い
る
。帯
広

空
港

に
し

て
ま

た
し
か
り
、

私
が
提
起
し
た
五

百

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
園
空
港
構

想

に
水
を
さ
し

た
人

々
が
、

い
ま
無
騒
音

、
緑

の

空
港
化
を
目
指
し

て
三
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
弱

の
土
地

で
夢
を
も
と
う
と
し

て
い
る
。

大
雪
道
路

に
反
対
し
た

の
は
、
多

く

の
地
元
住

民
の
中

に
反
対

の
見
解
が
あ

っ
た

か

ら

で
あ

る

(
地

理
的
条
件

も
あ
る
が

…
)
。

大
雪
と

日
高

を

一
緒
に
し

て
論
議
す

る
こ
と
に

は
誤
り
が
あ

り
、
特

に
日
勝
を
し

て
「
軍
事
道
路
」

と
称
し

て
反
対

す
る
な
ど

は
、
軽
卒

の
そ
し

り
を

免
れ
な

い
と
言
う

と
こ
ろ

で
あ
る
。
軍
国
主
義

反

対

の
立
場

で
訴

え
る
な

ら
ば
、
現
在

の
自
衛
隊

の

強
化
な
り
、
帯
広
空
港

の
跡
地
利
用
を

め
ぐ

る
問

題

に
日
常

の
取

り
組

み
こ
そ
必
要
な

の
で
は
な

い

だ
ろ
う
か
。
自
然
保
護
運

動
と

い
え

ど
も
住

民
運

動

で
あ

る
。
住
民

の
意

識
、
永

い
取

り
組

み
、
そ

し

て
深

い
理
解
を

求
め
る
態
度
が
な
く

て
は
、
運

動

の
発
展

は
な

い
と
い
う

こ
と
を
知

る
必
要
が
あ

る
。
素

朴
な
意
見
を

も

っ
と
正
し
く

理
解

、
受
け

と
め
て
も
ら

い
た

い
も

の
で
あ
る
。

☆
地
域

開
発
…
砂
防
ダ

ム
と

の
か
か

わ
り

自
然
保
護

団
体

の
指

摘

の
中

に
、

「
日

高

山

脈

は
日
高
造
山
活

動
に
よ
り
山

腹

の
崩

壊

は
随

所

に
み
ら
れ
、
そ

の
た
め
道

路
開
削

は

一
層
危
険

を
増
す
。
わ
が
国

に
唯

一
残
さ
れ
た
自
然
環
境
地

域

で
あ
る
。
開
発
行
為

を
制

限
し

て
、
国
定
公
園

の
指
定
を
急
げ
」
と
あ

る
。
私

は
永

年
地
元

に
住

み
、札

内
川
と
日
高
を
眺

め
て
き

た

一
人
と
し

て
、

こ
う
し
た
意

見
か
ら
く

る

「
道
路
建
設

反
対
」

の

矛
盾
性

に
ど
う
し
て
も
納
得
し

難

い

も

の
が

あ

る
。日

高
山
脈

一
帯

、
特

に
札
内
川
上
流
地
域

の
自

然
崩
壊
が
、

旦

局
と
札
内

川

の
今
日

の
開
発
行
為

を
生
み
出
し

て
き

て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け

る
必

要
が
あ
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

風
化
、
崩
壊
は
、
常

に
多
量

の
岩

石
を
下
流

に

氾
濫
堆
積
物
と
し

て
流
出
す

る
。
特

に
大
雪
崩
や

豪

雨
に
ょ
る
崩
壊

は
次
第

に
そ

の
量

を
増

し
、
下

流
に

い
く

に
従

っ
て
良
質

の
砂
利

を
生
産

す
る
よ

う
に
な

り
、
全
国

に
も
名
も
高

い

「
川
砂
利

」

の

生
産

地
と
な

っ
た
。
そ
し

て
現
在

の
よ
う
に
無
限

の
砂
利
需
要
を
求

め
て
、
河
川
敷

堤
外

の
砂
利
採

集
を
行

う
ま

で
は
、
流
出

し
た
砂

利
は
次
第
に
そ

の
厚

み
を
増
し

、
河
床

は

つ
い
に
築
堤
高
を
も
越

え
る
こ
と

に
す
ら
な

っ
た
。

こ
の
こ
と

は
、
一
度

、

出
水

と
な

る
と
築

堤
を
越

え
た
濁
流

は
多
く

の
被
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害
を

地
域

に
も
た
ら
し

て
き

た
。

一
方

、
夏
及
び

冬
期

間
は
表
流
水

は
す

べ
て
砂

利

層

を

く

ぐ

り

「
サ

ツ

・
ナ
イ
」

の
名
を
生
む
夏
枯

れ
、
冬
枯

れ

の
現
象

を
生
じ
て
き
た
。

こ
の
時
期

に

一
度

「
し

ゅ
う
雨
」
が
く

る
と

、

濁
水

が
波
浪

の
ご
と
く

下
流
を
襲

っ
て
多
く

の
人

命
す
ら
奪
わ
れ

て
い
る
。
こ

の
状
態
が
他

の
河
川

の
よ
う
に
築

堤
に
よ
る
河
川
改
修

の
み
で
は
災
害

防

止
は
不
可
能

と
い
う
見
地

か
ら

、
堤
外

地
の
支

障
木

の
伐
採

、
河
道

の
掘
削
、
高
水
敷

の
整
備
な

ど
を
行
う

こ
と
に
よ

っ
て
流
水

の
流
下
を
早

め
、

一
方

で
は
岩

石
の
流
出
防

止

の
た

め
の
砂
防
ダ

ム

建

設
が
始

め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と

に

つ
い
て
、
開
発
局

の
資
料

で
は
次

の
よ
う
に
述

べ

て
い
る
。

「
…
…
札
内

川
に
お
け
る
砂
防
事
業

の
歴
史
は

浅
く

二
十
九
年

の
災
害
が
契
機
と
な

り
計

画
立
案

が
な

さ
れ

、
昭
和

三
十
年

に
営

林
局
及
び
北
海
道

に
よ
り
着
手

さ
れ

て
か
ら
現
在
ま

で
ダ

ム
、谷

止
、

床
固
な

ど
が
行
わ
れ

て
き

た
。
直

轄
砂
防
事
業

は

昭
和
三
十
八
年
度

か
ら
調

査
が
行

わ
れ
、
四
十
五

年
度

に
は
砂
防

事
業
基
本
計

画

の
策
定
、
四
十
七

年
度

よ
り

ス
タ
ー
ト
の
第

四
次

五
力
年

計
画
に
お

い
て
九
ヵ
所

の
砂
防

ダ

ム
の
実
施

計
画
が
盛
り
こ

ま
れ
て
、
初
年
度

よ
り
札
内
川
第

一
号

ダ

ム
に
着

手
し

、
五
十
年
度
完
成

、
そ

の
後

に
第
十
号

ダ

ム

が
五
十

三
年
度

に
完
成

し
た
。
…

…
」

こ
の
四
十
五
年
策
定

の
砂
防

事
業
基
本
計
画

に

よ
る
と
札
内
川
、

一
二
四
基
、
他
に
戸
蔦
別
川

、

岩

内
川
を
含

め
て
三

一
〇

基

の
建
設
が
目
論

ま
れ

て

い
る
。
道

内
、

二
地
区

の

一
つ
と
し

て
札
内
川

上
流
地
域

三
七
四
平
方
㎞

は
国
の
直

轄
砂
防
地
域

に
く

み
入
れ
ら
れ
、
す

で
に
前
記

の
第

一
号
、
第

十
号
ダ

ム
の
完
成
を

み
て
、
既
存

の
ピ

ョ
ー
タ
ン

ダ

ム
、
土
現

ダ

ム
、
営
林

局

一
号
、

二
号

ダ

ム
の

他
、
各
漢
流

の
谷

止
工
事
と
相
侯

っ
て
山
腹

の
崩

壊

、
土
砂

の
流
失
を
防

止
し

、
下
流
地
域

一
帯

住

民

の
洪
水

に
対
す
る

不
安
を
除
き

、
同
時
に
、
帯

広
市
附
近

の
河
川
公
園

の
施
設
を
始

め
、
高
水
敷

を
利

用
し

て
の
採
草
、
放
牧
地
と
し

て
の
多

目
的

利
用
を
導
き
出

し
、
さ
ら
に
堤
内
河
川

敷
の
解
放

を
促
進
し
、
本
村
を
始

め
帯
広
市
大
正
地
区

の
畑

作

、
酪
農
業

に
多
く

の
貢
献

を
致

し
、
帯
広
市

民

に
憩

の
場

の
提
供

に
結

び

つ
い
て
き

て

い
る
。
本

村

の
住
民

は
、
砂
防
ダ

ム
に
は
深
い
関

心
を
有
し

て
い
る
。
そ

の
わ
け

は
…
:

昭
和

六
年

、
本
村

に
家
庭
用
電
灯

が
架
設
さ
れ

た
当
時
、
全

戸
数

の
三
分

の
二
は
そ

の
恩
恵
に
浴

し
得
な

か

っ
た
の
で
、

二
十
六
年
四
月

、
農
協

を

中
心
と
し

て
隣
接
村
農
家

を
含

め
六

八
○
戸

に
電

力
供
給
を
目
的
と
し

た
小
水

力
発
電
所
建
設
が
計

画
さ
れ
、
総
工
費

一
億

六
千
四
百
万
円

(
土
木

工

事

の
み
四
千
七
百
万
円
)

で
、
札

内
川
上
流

に
て

工
事
着

工
、

二
十
九
年

一
月
供
給
開

始
と
な

っ
た

が
、

三
十
年

七
月

の
豪
雨

は
発
電
所
附

近

で

一
五

〇

ミ
リ
を
記

録
す
る
に

い
た

っ
た
。
堤
高

一
八

m

の
ダ

ム
は
上

流
か
ら

の
土
砂

に
よ

っ
て

一
夜

に
し

て
埋
没
、
貯
水

量
ゼ

ロ
、
発
電
所

の
機
能

は
再
建

不
能

の
状
態

に
ま
で
追

い
こ
ま
れ
た
。

発

電
所

完
成
ま

で
の

一
戸
当

り
調
達

資
金
四

万

五
千
円
余

、

ほ
か
に
屋
内
施
設
費

一
万
円
余
、
発

電
機
能

ス
ト
ヅ
プ
以
後
、
既
設
架
線
を
利

用
し
て

北
電

よ
り
の
送

電

で
無
灯
火
現
象

は
解
消

さ
れ
た

が
、
各
戸

に
は
負
債

は
残
さ
れ
て

い

っ
た

。
わ
ず

か

一
年
余

に
し

て
ダ

ム
埋
没
を
招
い
た
最
大

の
原

因
は
、
日
高

の
崩
壊

と
、
異
常

出
水

時

の
土
砂
流

失

に
対

す
る
検
討
が

不
充
分

で
あ

っ
た
こ
と
に
加

え

て
、

上
流
部
に

一
基

の
砂
防
ダ

ム
の
な

か

っ
た

こ
と

に
あ

る
。
こ

の
教
訓
が
土
現
ダ

ム
、
営
林

局

ダ

ム
を
生

み
、
直

轄
砂
防
地
域

の
指
定
と
な

っ
た

も

の
で
あ

る
。
・
…

そ
し

て
農
協
発
電

ダ

ム
と

い
わ
れ
る

こ
の
ダ

ム

は
、
景

勝
ピ

ョ
ー
タ

ソ
の
滝
と
し

て
親

し
ま
れ
、

附
近

に
造
成
さ
れ
た

「
札
内
川
園
地

公
園
」
と
共

に
、

本
村

住
民

は
も
と

よ
り
、
近
隣

の
人

々
の
行

楽

の
地

と
な

っ
て

い
る
。

「
も
し
、
上
流

に
砂

防

ダ

ム
が
あ

っ
た
な
ら
…
…
」
と

は
古
老

の
心
に
焼

き

つ
い
て
い
る
想

い
出

で
あ

る
。
た
だ

一
つ
の
救

い
は
、

「
あ

の
ダ
ム
が
な

か

っ
た
ら
、
流
出
し
た

土
石
に
よ

っ
て
下
流

の
住
民
は
想

像
も

つ
か
な

い

被
害

を
う
け
た

の
で
な

か

っ
た
か
。
俺

た
ち

の
手

で
洪
水

か
ら
守

っ
た
…
…
」
と

い
う
想

い

で
で
あ

る
。
こ

の
こ
と
が
村
人

の
心
か
ら
消

え
る
こ
と

の

な

い
限
り
私
た
ち

は
、
砂
防
ダ

ム
の
必
要

性
を
説

き

続
け
る

で
あ

ろ
う
。

砂
防

工
事

は
終

わ
る
こ
と
な
く
進

め
ら
れ

、
十

一
号

ダ

ム
の
着

工
、
十

二
号
用
工
事
用
道
路
も
本

年

は
完
成

明
年

は
着

工
す

る
。
今
後

も
全
体
計
画

が
達
成
さ
れ

る
た
め
に
、
標
高

一
千

m
を
越
す
地

点

に
む

か

っ
て
湛
水

位

の
関
係
上
、
山
腹

を
ぬ

っ

て
工
事
用
道
路

は
延
長

し

て
い
く

で
あ
ろ
う
し
、

こ
れ

を
中

止
す

る
わ
け

に
は
な

ら
な

い
。
工
事

の

中
止

は
、

い

つ
の
年

か
過

去
に
な

め
た
よ
う
な
大

水

害
を
下

流

一
帯
に
及
ぼ
す

こ
と
が

予
想

さ
れ
る

の
で
あ
る

か
ら

…
…
。
そ
し

て
こ
の
工
事

用
道
路

開
削

を
め
ぐ

る
自
然
破
壊

は
当
然
話
題
に
な

っ
て

く

る
で
あ

ろ
う
し
、
な

る
べ
き

で
あ

る
。

☆
多
目

的
ダ

ム
建
設
と
道
路

五
十
五
年
春

、
帯
広
市

は
上

水

道

濁

水

問

題

を
お
こ
し
、

こ
の
段
階

で
従
来

の
伏
流
水
を
水
源

と
す
る
取
水

方
式

か
ら
、

ダ

ム
に
ょ
る
取
水
を
検

討

す
る
に
い
た
り
、
す

で
に
計
画
中

の
札

内
ダ

ム

に
上

乗
せ
し
て
六
力
市
町
村
と
共

に
事
業

団
方
式

で
上
水
道

の
確

保
を
図
ろ
う
と
し

た
。
札
内

ダ

ム

は
、

こ
れ
に
よ

っ
て
治
水

、

発
電
、

上
水
道

、

畑
地

か
ん
水

の
多

目
的

ダ

ム
と
し

て
登
場
し

て
く

る
。
ピ

ョ
ー
タ
ン
の
滝

上
流
四
㎞

の
地
点

に
、
堤

高

百

m
余

、
堤
長
三
百

m
、
堰
水
面
積

約

一
・
四

平
方

㎞

の
ダ

ム
か
ら
、
七
十
五
年
度

に
は
、
最

大

日
量

十

一
万
五
千

ト
ン
の
取
水
が
見
込

ま
れ
て
い

る
。
こ
の
計

画
を
実
施

さ
せ
る
た
め
に
は
、
ダ

ム

43



の
有

効
性
を
高
め
る
た

め
に
も
、
上
流
部

に
土
砂

流

入
防
止

の
施
設
が
必
要
と
な

っ
て
く

る
。
そ

の

た
め
、
従
来

の
ダ

ム
建
設
構
想

か
ら
脱
却
し

た
副

ダ

ム
建

設
な
ど
も
検
討
さ
れ
る

で
あ
ろ
う

。
し

か

し
、

こ
の

一
連

の
工
事

の
た

め
に
も
、
そ
れ

に
い

た

る
工
事

用
道
路

及
び
本
体

工
事
に
伴
う
自
然
破

壊
が
起
き

る
こ
と
は
考

え
ら
れ
る
。

一
部

で
は
、

ダ

ム
の
た
め
に
現

在

の

「
日
勝
道

路
予
定
線

は
水

没
す

る
か
ら
、
道
路

は
必
要

は
な

い
」
と

の
意
見

も
あ

る
が
、

た
と
え
道

々
認
定
を

行

い
得
な

い
と
し

て
も
す
で
に
林
道

が
あ
り
、
村

道

認
定
が

さ
れ
、
上
流
砂
防

工
事
用
道

路

で
あ

る

限
り
、

ダ

ム
工
事
に
伴

う
付
替
補
償
工
事

は
、
必

然
的
な
も

の
で
あ

る
こ
と
を
失
念

し
て
は
な
ら
な

い
。ど

の
よ
う
な

工
事

の
場
合

で
も
、
自

然
環
境

保

全
を
重
視
す
る

こ
と

は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
や

む
得

な

い
開
発
行
為

に
つ
い
て
も
破
壊

を
最
少
限

に
止
め
、
修
景
緑
化

に
意
を
も

ち
い
る
様

施
行
者

に
要

求
し
て
万
全
を
期
す

る
こ
と
が
必
要

で
な

い

だ

ろ
う
か
。

「
ト

ム
ラ
」

の
基

本
は
こ
こ
に
あ

っ

た
は
ず

で
あ
り
、

一
定

の
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。

林
道

や
工
事
用
道

路
に
お
け

る
環
境
保

全
に

つ

い
て
の
留
意

は
非
常

に
浅

い
。
札
内
川

上
流
や

コ

イ
ボ

ク

シ
ベ

チ
ャ
リ
川
上
流
地
帯

で
、

こ
う
し
た

道
路

工
事
が
行

わ
れ
る
必
然
性
が
あ

る
な

ら
ば

、

こ

の
地
域

で
こ
そ

「
自

然
保
護

と
開
発

の
調
和

」

を
実
証

さ

せ
る
必
要

が
あ

ろ
う
。

本
線

は
、
未
通

部
分
十

一
㎞
を
除

い
て
村
道
、

林
道
、

工
事

用
道

路

で
あ
る
。
札
内
川
上
流

の
工

事
用
道
路

で
は
他
に
例

の
み
な

い
修
景
緑
化
が
行

わ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
自

然
保
護

団
体

の
指
摘

の
結
果

で
は
な

い
。
私

た
ち
地
元
住
民

の
要
望

に

応
え

て
の
施
行
者

の
姿

勢

の
あ
ら
わ
れ

で
あ
る
。

既
存

の
六
十
余

㎞
の
道
路

環
境

の
整
備
と

一
帯

の

環
境
保
全
を

は
か
る
た
め
に
は
、
道

々
認
定
と
開

発
道
路
指
定
以
外

に
道

は
な

い
。
そ
し
て
そ

の
道

は
、
地
域

の
人

々
が
日
高

の
自

然

崩

壊

と

闘

い

続
け
る
た

め
の
処
点

ル
ー
ト
と
も
な

る
も

の
で
あ

る
。☆

国
定
公
園
計

画
と

道
路

国
定
公
園
指
定

と
道
路
計
画

と
矛
盾
す
る
と

い

う
意
見
が
あ

る
。
で
は
、
国
定

公
園
化
即
環
境
保

全

の
道

で
あ

ろ
う

か
。
道
環
境

部
会

の
意
見

の
中

で
も

「
も
う
少
し
多
く

の
整
備
計

画
が
た

て
ら
れ

な
い

か
」
と

い
う
意
見

が
あ

っ
た
と
報
導
さ
れ

て

い
る
。

こ
の
考

え
こ
そ
、
日
高

を
俗
化
さ

せ
る
も

の
で
は
な

い
か
。

国
定
公
園
計
画

に
ょ
る
と
、
園

地
内
に

は
三
十

数

路
線

の
車
道
、
歩
道
、

登
山

ル
1

ト
が
現

在

の

国
道

、
道

々
、
林
道
等

の
整
備

と
あ
わ
せ

て
整
備

さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
特

に
北

部
日
高
縦
走
線

な
ど
は
、
単

に
登
山

ル
ー
ト
と
し

て
の
整
備
に
と

ど
ま
る
と
し
て
も
、
若

い
人

々
の
多
く

の
関
心
を

呼

ぶ
こ
と

で
あ
ろ
う
。
私

の
手
元

に
、
中

札
内
側

か
ら
登
山
し
不
幸
に
し
て
遭
難
し
た
人
々
の
記
事

掲
載
の
新
聞
切
抜
集
が
あ
る
。
十
五
年

一
月
、
四

十
年
三
月
の
北
大
生
の
遭
難
は
、
私
自
身
も
か
か

わ
り
を
持
っ
た
こ
と
と
で
想
い
出
は
深
い
。
特
に

四
十
年
三
月
、

「雪
の
遺
書
」
と
し
ら
れ
る
十
の

沢
事
故
は
私
の
み
で
な
く
、
わ
が
家
全
員
の
語
り

草
と
な
る
縁
が
あ
る
。

本
村
の
人
々
に
と

?
て
国
定
公
園
化
、
そ
し
て

入
山
者
の
増
加
、安
易
な
行
楽
気
分
の
入
山
、そ
れ

に
よ
る
遭
難
者
の
増
加
を
ひ
そ
か
に
お
そ
れ
る
。

二
十
余
名
の
日
高
に
逝
け
る
人
々
の
事
実
が
、
こ

れ
を
立
証
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
真
に
自
然
保

護
を
求
め
る
な
ら
ば
、
一
定
地
域
に
つ
い
て
一
切

の
入
山
を
禁
止
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

遭
難
の
あ
る
つ
ど
救
助
活
動
に
苦
い
経
験
を
味

わ
っ
た
住
民
と
し
て
は
本
末
転
倒
の
国
定
公
園
指

定
を
理
由
と
す
る
道
路
開
削
反
対
の
意
見
は
事
故

の
負
担
の
み
地
元
に
転
嫁
す
る
エ
ゴ
的
な
見
解
と

し
か
受
け
と
め
れ
な
い
。
入
山
者
が
多
く
期
待
さ

れ
る
ほ
ど
幹
線
ル
ー
ト
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

本
線
は
そ
の
役
割
り
を
果
す
も
の
で
あ
る
。

☆
自

然
保
護

の
共
通

の
場

上
水
道

は
帯
広
市
民

が
必
要

だ

か
ら
ダ

ム
は
必

要

、
し
か
し
道

路

は
反
対
L
と
い
う
意
見
を
き
く

、

実

に
方

便
も

こ
こ
ま

で
か
と

い
う
気
が
す

る
。

札
内

川

の
水

は
中
札
内

の
も

の
で
は
な
く
、
十

勝

全
体

の
も

の
で
あ

る
し
、
ダ

ム
の
必
要
性

は
私

自
身
痛
感
し

て

い
る
、

で
あ

っ
て
も
、
自

然
保

護

を

口
に
す

る
人
が
道

路

に
は
反

対
、
ダ

ム
は
賛
成

と

い
う
神
経

は
理
解

で
き
な

い
。
自

然
保
護

で
は

同
位

で
考

え
る
べ
き

で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

山

形
県
、
赤
川
ダ

ム
。
横
浜
市

と
山
梨
県
道

志

村
。
あ

る
い
は
矢
作

川
流
域

開
発
研
究
会

の
例
な

ど
、

上
流

と
下
流

の
住
民

が

一
体
と
な

っ
て
地
域

振
興
を
考

え
る
こ
と
が
必
要

で
あ

る
。

「道
路

が
ダ

メ
な
ら
ダ

ム
に
は
承
服

で
き
な

い
」

と
い
う
村
民

の
感

情

は
単
な

る
反

携

で
は
な
く
、

こ
の
両
者
が

一
体

で
あ

る
と
理
論

的
に
受
け
と

め

て
い
る
こ
と
を
知

っ
て
も
ら

い
た
い
も

の
で
あ
り

本
道
路

が
、

国
定
公
園
内

の
道
路

と
し
て

ふ
さ
わ

し

い
粧

い
を

も

っ
て
完
成
す

る
こ
と
を
切
望
し

て

や
ま

な
い
。

札
内

ダ

ム
の
実

調
予
算

一
億
円
が

五
六
年
度

予

算
案

の
中

で
認
め
ら
れ
、
調
査
事
業
所

の
発
足
も

予
定

さ
れ

て
い
る
。
広
域
水
道
事
業

団
の
設

立

の

た
め
関
係

六
市

町
村

の
中

で
協
議
が
具
体
化

し
て

い
る
が
、

必
ず

し
も
水
道
事
業

に
地
元
民

は
賛
意

を
表
し

て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。

こ
れ

は
、
前

述

し
た
上
流

・
下
流

住
民

間

の

一
体

と
な

っ
た
協

議

体
制

に
欠
け

る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た

か

ら

で

あ

ろ

う

。
い
ま
こ
そ
、
札

内
川
上
流
、

日
高
を

め
ぐ

る

開
発
行
為

に
、
地
域

住
民

の
意
思
を
尊
重

し
た
取

り
組

み
こ
そ
期
待
さ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

(吉
田
老
後
問
題
研
究
所
)
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